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青木様：
受講を経て、生成AIによるローコード開発への挑戦、Power Automateを使った自動化の検討など、自発的な業務改善の動きが生まれました。社内
全体でもAIへの抵抗感が薄れ、開発業務における効率化を目的としたAI導入を進めようと動いています。
自身でも今後は個人の業務改善にとどまらず、全社的なシステム連携や自動化を推進していきたいです。

二宮様：
中小企業にとって、人手不足は将来的に避けて通れない課題です。今は何とか回っていても、人が減った時に業務が立ち行かなくなるリスクがあり
ます。本事業を通じて、デジタル技術を活用して「人が介在しなくても回る仕組み」を作り、工数を削減する方法を学ぶことは、企業の存続に関わる
重要な取り組みになると感じました。直近の課題解決はもちろん、将来への備えとしても、ぜひ多くの企業様に受講をおすすめしたいです。

人手不足時代を見据え、デジタル活用で持続可能な組織づくりを

隙間時間を活用しe-learning受講、多忙な業務と学習を両立
二宮様：
製造現場は常に稼働しているため、まとまった学習時間を確保するのは困難でした。
しかし、本講座は動画視聴型のe-learning形式だったため、業務の合間の「隙間時間」を
縫って学習を進められたのは良かったです。1分、2分といったわずかな時間でも少しずつ
視聴し、自分のペースで取り組める点は、多忙な中でも非常に助かりました。
青木様：
私も受講しましたが、自分の理解度に合わせて学習スタイルを調整できる点が良かったです。
Power Automateの操作手順など、じっくり確認したい部分は一時停止して実際に手を
動かしてみる、といった使い方ができ、集合研修のように置いていかれる心配もなく、ストレス
なく学習できました。
また、事務局との事前面談では事業内容や受講講座について丁寧に説明いただきました。
初めて受講管理を行うメンバーもいましたが、受講フォローもメールだけで無く電話もいた
だけたため、初めての受講管理の対応でも、円滑に進捗管理が出来たと聞いています。

コロナ禍で多く耳にしたECMO（体外式膜型人工肺）も
製造している。

AIから成果を正確に引き出す手法を学び、残業時間削減。対人コミュニケーションも変革
二宮様：
今回の受講で得られた最大の収穫は、デジタルツールの操作スキル以上に、「プロンプトエンジニアリング（※）」の考え方を学べたことです。AIに対して
曖昧な指示を出すと曖昧な回答しか返ってこないのと同様に、人間同士のコミュニケーションでも、目的や前提条件を明確に伝えなければ、期待する
成果は得られません。
この考え方を部下への指示や他部署への依頼にも応用したところ、「言った・言わない」の齟齬や手戻りが減り、1回で的確なやり取りが完結するように
なりました。こうした意識改革と業務改善の積み重ねにより、体感的に10％～20％の業務効率化が進み、結果として私の残業時間も受講前より減少
しました。デジタル化の学びが、日々の仕事の進め方やコミュニケーションの質そのものを向上させたことは、非常に大きな成果だと思います。
※プロンプトエンジニアリング…生成AIから最適な回答を引き出すため、指示文を設計・最適化する技術。

青木様：
当社は1940年の創業以来、人工心肺装置をはじめとする高度な医療機器の開発・製造・
販売を行っています。長年モノづくりに取り組んできましたが、社内の管理体制にはアナログ
な部分が多く残っていました。特に購買管理や在庫管理はExcelに依存しており、特定の
担当者が表を見て発注判断を行う「属人化」した状態でした。そのため、担当者の不在時や
多忙時には発注漏れが発生し、部品不足で生産を中断せざるを得ないケースもあったのです。
こうしたケアレスミスを防ぎ、業務を効率化することが長年の経営課題でした。
昨年度はAI・DXの基礎知識習得を目的に参加し、今年度は製造部門のDX化を目的とし、
参加しました。
二宮様：
私のいる製造現場でも、非効率な業務が常態化していました。例えば、毎日更新されるデータ
を印刷して他部署へ歩いて持参し、また戻ってくるといった具合です。ただ、日常の業務に
追われており、なかなか業務改善のために力を注げない状況でした。そんな中、上司から「業務
効率化のために受講してみてはどうか」と勧められ、本事業への参加を決めました。私は
Excel以外のデジタルツールの知識がほとんどなく、何から手をつければ良いか分からない
状態でしたが、基礎から体系的にDXの知識やテクニックを学べる講座があって助かりました。

アナログな現場管理からの脱却を目指し、体系的なDXスキルの習得へ

最新の設備を誇る自社工場を所有。
営業所は全国に構え、あらゆる要望に対応。

AfterBefore

企業HP https://www.mera.co.jp/

デジタル業務変革コース ～Excel・RPA・生成AI活用～受講講座

企業紹介
1940年創業。人工心肺装置や補助循環装置、手術室機器など多岐にわたる
医療機器を研究開発・製造し、安全で質の高い医療提供を支える総合医療
機器メーカー。医療系テレビドラマにも美術協力を行っている。

業種 医療、福祉

泉工医科工業株式会社

西山 貴代様代表取締役青木様生産開発統括本部 二宮様製造部

AI学習で磨いた「的確な指示力」が、組織連携に
おける課題と業務効率を改善。
デジタルツールの特徴を理解し自動化へ踏み出す
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服部様：
現在、外注スタッフにもアプリをインストールしていただき、スマートフォンから勤怠報告を
するだけで、自動で請求書が作成される仕組みづくりを進めているところです。これが
完全に定着すれば、これまで請求書の処理にかかっていた時間が4分の1程度まで削減
できると見込んでいます。

阿部様：
デジタルの活用で作業負担が軽減されたことで、現場のスタッフは美容技術を磨いたり、
お客様へのサービス向上に努めたりすることに力を注げるようになりました。社内に新しい
システムを導入するのは、最初こそ抵抗や負担に感じるかもしれませんが、一歩踏み出して
挑戦してみると、思いもよらない業務改善の広がりが生まれます。東京都の支援制度を
活用し、まずはチームの中で「できる人から小さく始めてみる」ことを、同じように悩んでいる
企業の方々におすすめしたいです。

現場スタッフが技術向上に集中できる環境づくりを目指して

一生に一度の晴れ舞台を最高の形で彩るために、
全スタッフが力を合わせ総力サポート。

自動集計機能を活用し、確認作業の工数が100時間⇒50時間に半減
服部様：
受講後の大きな成果は、ノーコードツールで在庫データやシフトデータ等様々な情報を
集約、管理できるように構築し直したことです。これによりパソコンがなくても、各自のスマー
トフォンから交通費やシフトを簡単に入力できるようになりました。外出先から事務所に戻る
必要がなくなったことから移動の負担が減り、現場からも「すごく楽になった」と喜びの声が
上がっています。
また、成人式の業務では、これまでは前日に約400名のスタッフへ電話で稼働確認を行って
おり、夜遅くまで電話をかけ続けるのが大きな負担になっていました。しかし、今回の講座で
学んだ事前アンケートの自動集計を活用した結果、電話連絡は不要となり、この確認作業に
必要な人員が15名から1名へと激減したのです。関連する帳票のデータが自動更新される
ので、書類のチェックにかかっていた時間も、約100時間から50時間へと半減しています。

阿部様：
システムから自動転記できるようになったことで、経理業務での入力ミスも減りました。
「当日スタッフが来なかったらどうしよう」「給与の振り込み先が間違っていたらどうしよう」
といった、担当者の精神的なプレッシャーも軽減できたのは、会社としても非常に大きな
メリットだと感じています。

外注スタッフの１か月分のシフトを１画面で管理。
いつ誰がどこで仕事をしているかが一目で確認できるようになった。

丁寧な事前面談と手厚いチャットサポートでスムーズな受講が実現

服部様：
受講期間中、初めて使うノーコードツールの機能について分からない点があれば、講師へチャットでその都度質問できました。返信も素早く、疑問をすぐに
解消できる手厚いサポートがとてもありがたかったです。
また、事務局から残りの予算で追加受講ができるとタイミング良く連絡をいただき、予算をフル活用して、受講期限ぎりぎりまで受講することができました。

阿部様：
社内のデジタル化を進める中で、東京都の中小企業向け支援制度については常に情報をキャッチアップしており、今回もその流れで受講を決めました。
過去に別の制度を利用したスタッフがスキルアップした実績があったため、今回のノーコードツールの講座受講にも高い期待を持っていました。受講前に
事務局との面談で面談担当者の方が弊社のシステム状況や技術的なことを深く理解してくださり、「まず理解度の低い在宅スタッフが基礎講座を受講し、
その後集合研修の中級講座を一緒に受けるとよい」と受講計画のアドバイスをいただきました。おかげで、無理のない学習計画を立てることができました。

阿部様：
弊社は結婚式場の中にある婚礼美容室を経営し、新郎新婦様やご列席者様の美容、事前のエステなどを手がけています。首都圏の結婚式場やホテルに
複数の拠点があり、従業員は約50名で全員が女性です。着付け師などの外注スタッフも含めると、100名ほどが現場で稼働しています。年間約2,500組の
お客様を担当する中で、これまでは人の手配から在庫管理、交通費の集計に至るまで、すべて手作業やExcelで行っていました。手配漏れが許されないプレッ
シャーの中、手作業ゆえの入力ミスや集計の煩雑さが大きな課題でした。

服部様：
実は3年ほど前からノーコードツールの「kintone」（以下、ノーコードツール）を導入していたのですが、一部の業務でしか使えなかったこともあり、日 の々業務に
追われてうまく定着せず、手書き管理と混在していた経緯があります。また、現場スタッフは、業務報告を入力するためにわざわざ外出先から事務所に戻らねば
ならず、身体的にも時間的にも大きな負担となっていました。「なんとかしたい」と思いつつも、どう改善していいか分からない状態が続いていました。

現場の負担となっていた手作業での手配やアナログな情報管理

AfterBefore

企業HP https://www.tia-beauty.com/

実践を通じて学ぶDX人材養成講座受講講座

企業紹介
1990年設立。婚礼美容や婚礼プロデュース、ヘアメイクスクール、
エステサロンなどを展開。衣装レンタルやブライダルエステまで行い、
首都圏で幅広いサービスを提供。

業種 生活関連サービス業、娯楽業

株式会社ティア

阿部 友子様代表取締役 服部 千里様和装事業部

多岐に渡る事務手続きの煩雑な手作業から脱却！
ノーコードツール再構築で業務負担が半減、
情報管理もスムーズに

05
Case

27 28
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募集概要
募集対象企業 以下、①、②、③いずれも満たす企業

申込受付期間 令和8年6月15日～
（定員に達し次第、募集を終了します）

募集企業数 200社程度（先着順）
受講費用 無料（1社100万円（税込）まで）
受講対象者 中小企業者等の常勤の役員または雇用する従業員        

（労働基準法第20条の規定に基づく「予め解雇の予告を必要
とする者」を従業員とします。）              

1 中小企業基本法第２条第１項に規定する中小企業者等で、
大企業が実質的に経営に参加していない企業 

2 東京都内に登記簿上の本店または支店がある中小企業者
※登記については申込および事前面談時に確認いたします。

3 本事業目的を理解した上で、デジタル人材育成に興味があり、
学習意欲をもって受講修了まで完走できる企業

東京都
中小企業振興公社

各スタートアップの
ウェブサイト等による
リスキリング講座受講

・ポータルサイトの構築
・スタートアップとの連絡調整
・中小企業の募集、管理
・中小企業の受講前後のフォロー

委託

構築

事務局
トランスコスモス株式会社 都内中小企業

ポータルサイト
（マッチングプラットフォーム）

・リスキリング講座の提供
（基礎レベルをメインに想定）
・中小企業の受講前後のフォロー
・トランスコスモスとの事業協力

スタートアップ

スタートアップ

申込

※選定されたスタートアップの提供する
リスキリングメニューをポータルサイトに掲載

受講の流れ

申し込み後、事務局またはスタートアップと事前面談を行い、事業目的に関する理解を深めるとともに、適切な受講
講座選定に向けた支援をいたします。
自社のデジタル化に向けたリスキリングを検討する中で、次の（a）（b）のような企業は、事前面談実施前にデジタル
活用診断(※1)で自社のデジタル化レベルの診断を行うことも可能です。
（a）どの講座を受講すべきか悩んでいる企業
（b）自社のデジタル化のレベルを客観的な指標にて把握したい企業
デジタル活用診断を受けていただいた企業には、診断結果を基に、事前面談でより適切な受講講座選定に向けた
支援を受けることが可能です。

本事業は提供期間中において各参加者に1講座あたりの学習時間(※2)を確保いただくことを想定しています。
受講者が本事業の参加に充てた時間の勤怠上の取り扱いについては、参加企業にて事前に方針を定めたうえで、
お申込みください。

受講前

事務局及びスタートアップは受講者の受講状況を把握し、受講が滞っている場合などは参加企業または受講者に
対し、受講勧奨を目的とした面談を行います。
スタートアップが提供するコンテンツの受講に当たっては各スタートアップが定める利用規約に従って受講ください。

受講完了後、アンケートを送付しますので事務局からの案内に従い回答してください。
なお、事前面談前にデジタル活用診断を実施した企業は、講座受講後に再度デジタル活用診断を行うことで、本事業
による効果を定量的に確認することが可能です。

01

02

03

受講中

受講後

※1　デジタル活用診断に利用する「デジトレ診断」は、合同会社デジトレが提供する診断ツールで、企業のデジタル化レベルを、中小ビジネスの事例に
基づいた客観的な指標により評価し、可視化することができます。（https://dejitore.com/）

※2　講座により異なり、短い講座で10時間程度、長い講座で50時間程度です。

本事業の参考事例として、一部企業へヒアリング取材を予定しています。

募集概要/事業内容

人材育成
業務効率向上
人材不足
事業拡大
業務改善
金銭面
その他

参加企業の具体的な経営課題として、
人材育成が最も多く86件寄せられ
ました。次いで業務効率向上が続き、
人材不足、事業拡大についても重要な
テーマとして挙げられています。

Point
お申込み時の

経営課題は何ですか

11.7%11.7%

25.1%25.1%

38.6%

11.2%11.2%

5.8%5.8%
2.7%2.7% 4.9%4.9%

経営層・役員

研修担当部署
所属部署の上司

申請者

その他

受講者本人による講座決定が半数を
占めています。経営層や上司がリスキリング
受講を主導しながらも、従業員本人の
希望や意欲を尊重し、組織全体でデジタル
化の底上げが推進されています。

Point

本事業への申込は
どなたが決めましたか
8.0% 1.3% 51.3%

11.3%11.3%

28.1%28.1%

39.4%
経営層や上司合計

受講講座決定前の事前面談について、
9割以上が役に立ったと回答しています。
受講講座の最適な選定の他、自社の
状況や課題を整理することができ高い
満足度を得ています。

Point

事前面談満足度の割合

91.0%受講後は、多くの企業が経営課題の解決
に積極的に取り組んでいます。リスキ
リング講座を受講することで受講者のIT
リテラシーが向上し、知識を自社内で
共有し課題解消に向けて検討したり、
デジタル化促進に踏み出しています。

Point87.8%

経営課題解決に
向けた行動割合

リアルタイムオンライン講義で講師との
対話を通じて理解が深まるなど、基礎
から実務に活かせる応用まで幅広く
網羅された多様な学習形態で講座を
提供し、80%以上の受講者が満足して
いると回答しています。今年は最新のAI
技術を実践的に学習できる講座も用意
しています。

Point

提供講座満足度の割合

80.1%
参加企業のうち、定型業務に自動化
ツールを導入し、工数を1時間から3分に
削減した事例もあり、実践的なデジタル
化スキルを習得できたと高い評価を
得ています。

Point

利用者満足度の割合

88.3%
49.3%満足 39.0%やや満足

18.1%

5.2%

従業員の
割合

39.6%

76.7%
50名以下合計

29.4%

7.7%

5名以下
30名以下
50名以下

200名以下
201名以上

参加企業は、従業員数50名以下および
200名以下の企業が全体の大部分を
占めています。一方で、企業規模にかか
わらず、多くの企業がデジタル技術
を活用した業務効率化や人材育成に
向けたリスキリングを目的として参加
されています。

Point

利用企業の
業種割合

9.9%9.9%

15.3%
16.2%

19.8%19.8%

18.5% 20.3%

参加企業の業種はサービス業、卸売業・
小売業の割合が多く、DX推進やリスキ
リングへの高い関心が寄せられている
ことがわかります。

Point

※利用企業数を基準としています

サービス業
（他に分類されないもの）
卸売業・小売業
製造業

学術研究・
専門技術サービス業
情報通信業
その他

本事業をご利用いただいた企業にアンケートを実施いたしました。 ※利用者アンケートは代表者と受講者数の合計数を基準としています

利用者アンケート（令和7年度実績）

令和7年度「スタートアップを活用したリスキリングによる中小企業デジタル化支援」のデータです。 ※利用企業の統計データは利用企業数を基準としています

利用企業の統計データ

データで見るリスキリング事業
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留意事項
申込企業が以下に該当する場合、申込対象外とさせていただきますのでご了承ください。
・東京都暴力団排除条例（平成23年東京都条例第54号）に規定する暴力団関係者であること又は風俗営業等の規制及び業務の適性
化等に関する法律（昭和23年法律第122号）第２条に規定する風俗関連業、ギャンブル業、賭博等、支援の対象として社会通念上
適切でないと判断される業態を営む企業である場合
・法令等もしくは公序良俗に違反し、またはその恐れがある場合
・暴力団等反社会的勢力との関係を過去又は現在において有している場合
・申込内容に不備がある場合
・申込に際し虚偽の情報を記載し、その他公社及び事務局に対して虚偽の申告を行った場合

令和8年度の受講進捗率等が明確な理由なく低位で推移した企業については、募集要件を満たしていないと判断し、
令和9年度本事業への参加をお断りする場合がございます。

申込にあたりご提供いただく個人情報を含む申込情報は、東京都、公社、事務局及びスタートアップにて、本事業の実施にあたって必要な
範囲にて共有、利用されます。申込情報を事前の承認なく東京都、公社、事務局及びスタートアップ以外の第三者に提供することはありません。

本事業の受講継続が不適切であると公社が判断した場合には、途中で辞退していただく場合がありますのでご留意ください。

本事業の参加費用は無料としますが、本事業に参加するために必要となるパソコン、タブレット等の情報端末、Webカメラ、マイクおよび
ネットワーク環境、対面講座の場合の交通費は参加者の責任および費用負担でご準備いただきます。また受講に必要なデジタル環境は、
受講開始までにご準備ください。

東京都、公社、事務局及びスタートアップは、本事業内で指定するツールを利用することにより情報端末に生じた不具合や情報流出、その他
損害等について、責任を負いかねますのでご了承ください。また、本事業を通じて申し込んだ講座内で生成AIを用いる場合は、機密情報を
入力することがないようご留意ください。

東京都、公社、事務局及びスタートアップは、本事業及び本事業の一環として提供される各サービスによる学習効果、
特定の目的への適合について、責任を負いかねますのでご了承ください。

本事業では広報や記録を目的とした事業内容の撮影を実施し、本事業ウェブサイト等で公開する場合がございます。

本事業内でお伝えいただいた参加企業および受講者の情報は、秘密情報として取り扱われますが、
お伝えいただく情報の内容および範囲については、参加企業の責任で判断ください。

受講者の情報に関してスタートアップが運営するオンライン学習サービスのシステム開発、
改修を行う場合にシステム開発会社に情報を提供する場合がございます。

本事業に関するIDおよびパスワードは、第三者にこれらを利用されないよう参加者の責任で管理してください。IDおよびパスワードを第三者に
譲渡、貸与、名義変更、売買等をすることはできません。事務局、スタートアップは、参加者のIDおよびパスワードの組み合わせが登録情報と
一致していることをもって、参加者本人による利用があったものとみなします。事務局またはスタートアップのいずれの責に帰すべき事由によら
ないなりすまし等により、IDまたはパスワードを参加者以外の第三者が利用したことにより生じた損害について、事務局およびスタートアップは、
一切の責任を負いません。

スタートアップと同種の業務または当事業の内容と重複する業務を生業とする方のご利用はお断りする場合がございます。

本事業は全て日本語で実施します。通訳等必要であればご自身でご準備いただきますようお願いいたします。

東京都、公社、事務局及びスタートアップは、天災地変、戦争、暴動、内乱、法令の改廃制定、裁判所または行政庁による命令処分、争議行為、
その他の不可抗力または不可抗力に準じた事由によって本事業の全部または一部を提供できないことにつき、一切の責任を負わないものと
します。

支援開始後、各講座については提供企業、その他については事務局にご確認ください。

受講期間終了後、業務都合等による欠席も含め、進捗率が80%に満たない場合は受講未了理由書を提出いただきます。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

参加企業または受講者が前項に掲げる禁止行為を行ったと認められる場合、公社または事務局は、当該行為を行った参加企業または
受講者に対する本事業の全部または一部の提供停止、その他の措置を講じることができ、参加企業は当該行為により公社、事務局または
スタートアップに生じた損害を賠償するものとします。

2

その他法令、公序良俗に反する行為

本事業を本来の目的以外に利用する行為
本申込時に登録いただいた受講者以外を本事業に参加させる行為
本事業に関するIDおよびパスワードを第三者に譲渡、貸与、提供、名義変更、売買等をする行為
他の参加者の個人情報を収集する行為
自己や他者の個人情報を本事業が予定する範囲を超えて公表したり、本事業の関係者等に送信したりする行為
公社、事務局またはスタートアップの指示に従わない行為
他の受講者または講師に対し、本事業と直接関係のない勧誘・営業行為・私的な連絡等の行為
講座の詳細内容やプログラム構築内容など、プログラムに関わる情報を公社、事務局またはスタートアップの許可なく、
SNS等で発信する行為
その他本規約または個別規約に違反する行為
講義の進行を妨げる行為やハラスメント行為、その他本事業の運営を妨害または妨害するおそれのある行為

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

9.
10.
11.

参加企業および参加者は、次の各号に掲げる行為を行うことはできません。1

禁止事項

受講事前面談
事前面談やデジタル活用診断により企業の課題解決に向けた適切な講座選定への支援を受けられます。

リスキリング講座受講
幅広い分野のリスキリング講座と充実したサポート体制で学習効果を高めることができます。

受講後アンケート
受講完了後、アンケートを送付しますので事務局からの案内に従いご回答ください。 

01

02

03

04

お申込み
ポータルサイト上のお申込みフォームより必要事項を入力の上、お申込みください。

お申し込みから受講までの流れ

事業内容



お問い合わせ

スタートアップを活用したリスキリングによる中小企業デジタル化支援事務局

kosha_reskillinghelp@transcosmos.com

03-6632-9959
受付時間 平日/9:00～17:00（土曜・日曜・祝日・年末年始12月29日から1月3日を除く）

お問い合わせ
フォーム

本事業は公益財団法人東京都中小企業振興公社より委託を受け、トランスコスモス株式会社が運営しています。

よくある質問
リスキリングって何ですか？Q

技術の革新やビジネスモデルの変化に対応するために新しい知識や技術・スキルを学ぶことです。
本事業では、中小企業のデジタル化の推進に資する幅広い分野のリスキリング講座を用意しております。

A

費用はかかりますか？
受講費内であればかかりません。受講費上限額は支援対象企業1社につき100万円(税込)です。

Q

A

誰でも受講できますか？
受講要件として、東京都内に登記簿上の本店または支店がある中小企業者であること、またデジタル人材育成に興味があり、
学習意欲をもってプログラム終了まで完走できることが求められます。
※詳細な要件は本パンフレットの30頁の募集概要をご確認いただくか、本事業のポータルサイト上の募集要項をご確認ください。

Q

A

何名まで受講できますか？
本事業の申込みは企業単位で、受講人数の制限はありません。
受講費用上限額100万円（税込）と各講座受講費を確認し、受講人数を検討ください。

Q

A

※申込方法の詳細は、本パンフレットの34頁の本事業内容をご確認いただくか、本事業のポータルサイト上の募集要項をご確認ください。

申込み方法を教えてほしい。
本事業のポータルサイト上の申込フォームよりお申込みください。

Q

A

講座の受講方法を教えてほしい。
講座の受講方法は主にe-learning（オンデマンド型）ですが、リアルタイムによるe-learningや対面などの受講もございます。

Q

A

受講講座が決まっていない場合でも、応募できますか？
ご応募いただけます。申込後の事前面談時にお悩みのポイントなどをお伺いし、適切な講座をご提案させていただきます。

Q

A

講座の受講時間はどれくらいですか？
各講座の受講時間は、短い講座で10時間程度、長い講座で50時間程度です。
ご応募いただく際は、この学習時間を確保できることをご確認ください。

Q

A

東京都中小企業振興公社の別の事業を利用中ですが、本事業も利用できますか？
利用可能です。

Q

A

登記簿謄本（履歴事項全部証明書）は必要ですか？
必要です。申込みの際に、履歴事項全部証明書（申込日を起点に発行後３か月以内）を申請フォームに添付いただきます。

Q

A

3433

申込み方法

申込み上の注意点
●　一事業者一申込みに限ります。
●　申込みにあたり、企業の代表者又は担当部署の責任者の承諾を得ていることが必要です。
●　同一人物が複数企業から応募することはできません。
● 本事業の申込みは企業単位で、受講人数の制限はありません。受講費用上限額と各講座受講費を確認し受講人数を検討ください。
● 参加企業は、受講者にポータルサイトからダウンロードした募集要項、リスキリングコンテンツを各講座提供するスタートアップの
個別規約ならびに本事業に関する東京都中小企業振興公社、トランスコスモス株式会社の指示を遵守するものとします。

事業ポータルサイト上の申込みフォームより必要事項を入力のうえ、お申し込みください。

申込み方法 / お問い合わせよくある質問

事務局またはスタートアップと30～60分程度のオンラインで行われます。A

事前面談はどのように行われますか？Q

https://tokyo-digital-reskilling.jp/

中小企業デジタル化支援講座
ポータルサイト
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